
 

 

 

 
   

 

 

 

                                  体育祭開催 

  10月 12日（木）に体育祭を開催しました。生徒たちは、生徒会スローガン「Let′s 関わり合い」

に向けて、様々な活動の場面で、クラスの仲間や他学年の仲間との交流を広げ、お互いを理解し、信頼

関係を深めようと取り組んできました。体育祭当日は、秋晴れの下、練習してきた成果を十二分に発揮

していました。白団、赤団の勝敗はつきましたが、生徒たちはそれ以上に仲間との関りを深め、価値を

つかんでいたようです。 

生徒の振り返りを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

昭和中学校だより 

令和５年１０月 25日発行 

・自分は、入学した時は、呼びかけられる側の人だったけど、団リーダーを通して、呼びかけをする側

の人になりました。また、3 年生や 2 年生の先輩方で喋ったことのない人とも色々なことを教えてもら

ったり、教えてあげたりして、たくさん関わることができるようになりました。人の前で喋る時は大き

な声で話し、みんなに気合を送ることができるようになりました。（1年 小酒井 朝陽） 

・特に、応援がたくさんできたと思います。他学年の種目の時に、声を出したり、旗振りをしたりしま

した。２Ａ全員が“楽しむ”ができていたと思います。お互いに敵同士だけど、行進の時に「ワッショ

イ」や「ワン・ツー」など、叫んで心が一つになったと思ったし、楽しかったです。大縄跳びも諦めず、

何回も挑戦する姿を見て、私も負けずに声をたくさん出しました。（2年 別府 寿菜） 

・僕が成長したと思うことは、「他学年と関わるのが楽しくなった」ことです。練習を重ねていくうち

に、どんどん自分を出せるようになり、心の底から「関わる」ことが楽しくなりました。そのおかげで、

他学年との壁が無くなったと思うし、学年が分からないほど仲が深まったと思います。学校全体が、頑

張った仲間に対して、学年関係なく声かけをしている姿に成長を感じました。（3年 井上 揮士朗） 

1年「運ぶぜ！運ぶぜ！運ぶぜ！」 ３年「借り物リレー」 ２年「リレーの子」 

後期 生徒会選挙 

後期生徒会役員選挙に、15名の生徒が

立候補しました。立候補者は、立会演説

会で、学校をより良く変えていこうとい

う自分の思いを全校に伝えていました。

主体的に活動していこうとする意気込

みを見せ頼もしく感じました。 立会演説会 認証式 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月の行事予定  

 

 

 

 

 

 

月 曜 主な行事 下校時刻 月 曜 主な行事 下校時刻 

１ 水 血液検査（2 年）・特支学級合同学習会 16:20 16 木 後期生徒総会 16:20 

２ 木  16:20 17 金  16:20 

３ 金 文化の日  18 土   

４ 土   19 日   

５ 日   20 月  15:20 

６ 月 授業参観・講演会・新制服説明会 16:20 21 火  16:20 

７ 火 委員会 16:20 22 水  16:20 

８ 水  16:20 23 木     勤労感謝の日  

９ 木 期末テスト 13:40 24 金  16:20 

10 金 期末テスト 16:20 25 土 資源回収  

11 土    26 日 資源回収予備日  

12 日   27 月 月曜６時間授業 15:50 

13 月 月曜６時間授業 15:50 28 火 校内研究会 15:30 

14 火  16:20 29 水  16:20 

15 水  16:20 30 木  16:20 

１2月の主な予定  

1日（金）合唱祭（弁当）       ２5日（月）大掃除 

5日（火）～7日（木）三者懇談    ２６日（火）終業式 

２0日（水）卒業証書紙漉き（3年）   ２７日（火）～１月８日（月）冬休み   

 

命を守る訓練 

10 月 15 日（月）に全校で「HUG（ハグ）訓練」を実施しました。「HUG」とは、避難所（H）を

自分たちで運営（U）することを疑似体験するゲーム（G）のことです。最初に、防災士の岩井慶次氏

から、過去に起きた震災で開設された避難所の状況や、少しでも避難者のニーズに応えることができ

るよう、様々な工夫がされていることを学びました。次に、災害が起きて、昭和中と大矢田体育館に

避難所が開設されたことを想定し、生活班毎に、自分たちがどのように避難所を運営するのか考えま

した。中学生の自分たちも、避難所運営に関して、地域に貢献できることを実感しているようでした。 

避難所でも、人の特徴や家族構成によって配置を考える必要があるこ

とが分かりました。例えば、おじいさんやおばあさんは、トイレに行く

ことが多いから、トイレに近いところに配置したり、小さい子は泣いた

りするから、他の人のストレスにならないように個室に入ってもらった

り等です。今回の訓練で、利用者の様々なニーズを考えて、配置場所を

設置することを体験し学ぶことができました。（3年 藤田 藍翔） 

ＰＴＡ行事「学校を美しくする会」に保護者の皆様に、ご参加いた

だきました。グラウンドの除草作業を中心にしていただいたおかげ

で、美しい環境で気持ちよく体育祭を実施することできました。あり

がとうございました。 


